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（（借）代金受領権 １５０ （貸）履行債務 １５０）
② （借）売掛金 １５０ （貸）売 上 １５０
（（借）履行債務 １５０ （貸）売 上 １５０）

























② （借）売掛金 １８０ （貸）売 上 １８０
（（借）売掛金 １８０ （貸）代金受領権 １８０）
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( 2 ) IASB, IAS No.18 , Revenue, 1993.
( 3 ) 例えば，財務会計基準機構「調査研究シリーズ No.3収益認識に関する調査」
財務会計基準機構，2003年，66‐72頁などが簡潔に整理している。
( 4 ) 収益認識基準再検討の理由として，FASBは次の 8つをあげている（FASB, op.





















( 5 ) これらについては，長束 航「負債概念における『債務性』――アメリカにお
ける変化」会計，第 166巻第 5号（2004年 11月），51‐65頁を参照。
( 6 ) 以下，概要については FASBのウェブサイトを参照（FASB, op. cit. supra note
(1).）。
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